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＜病棟連絡事項＞
・特記事項無し

＜東病棟入室状況＞
【転出】
・若松　静子様～東Cユニット6号室➝南病棟B102号室。
・奈良　雪江様～東Cユニット5号室➝南病棟D204号室

＜患者様連絡事項＞
・斎藤　妙子様～車椅子での体動活発さあり。主治医不在の為、田名部Drより
安全ベルト使用許可の指示いただく。

・赤石　陽介様～眩暈様の症状訴えあり。主治医に報告し、
ベタヒスチンメシル酸塩錠6mg処方となる。



＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前はスタッフ少なく開放観察見送り。昼食時に1時間の開放観察実施。迷惑行為や自傷行為なし。再入室の拒否なし。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・袴田　将志様～終日隔離中。攻撃性や壁蹴り等なく、穏やかに過ごしている。起居時の眩暈訴えあり。頻脈持続も、その他バイタルサインの異常なし。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・青木　昭弘様～終日隔離中。午前はスタッフ少なく開放観察見送り。午後2時間の開放観察実施。易怒性や他者トラブルなく経過。入室時の拒否なし。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。


・三村　れい子様～両上肢、体幹身体拘束中。補食1/3～全量摂取。食事摂取・内服の拒否はあるものの、身体症状や精神症状の悪化なく経過している。　14:00点滴中の危険行為の恐れがなくなってきたため、主治医指示にて身体拘束解除となる。

＜要注目患者様情報＞
・澤口　利香様～部屋の使用方法について病棟内で話し合った内容について、赤坂SGMよりお伝えしている。段階的に安全なベッドの導入から初めて、西病棟での療養に関しては、左記の状況が整ってから案内することとして、保留にさせていただく。ベッドの準備ができ次第、導入予定。

・二部　定男様～14時　体温38.0℃、脈拍116回/分、血圧98/73㎜Ｈｇ、酸素飽和度95％、痰鳴・湿性咳嗽著明。
　　　　　　　　日直医指示にてコロナ抗原検査実施し、結果陰性。
　　　　　　　　38℃発熱あり、喀痰排出が多いこと当直医に報告。
経管栄養7/24まで中止、本日ラクテック500ml、
明日、明後日ラクテック500ml、YDソリタT3　500ml処方となる。
　
・中野　光様～10時　体温37.9℃、14時　体温37.6℃。
　　　　　　　発熱に伴い、コロナ抗原検査の指示あり。結果陰性。
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